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人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）

「人生会議」とは、もしものときのために、本人が望
む医療やケアについて前もって考え、家族等や医療・
ケアチームと繰り返し話し合い、共有する取組のこと
です。

本人が希望する医療やケアを受けるために、大切にし
ていることや望んでいること、どこで、どのような医
療・ケアを受けたいかを本人自身が前もって考え、周
囲の信頼する人たちと話し合い、共有することが重要
です。



人生会議の必要性

誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをす
る可能性があります。命の危険が迫った状態になると
約70％の方が、これからの医療やケアなどについて自
分で決めたり、人に伝えたりすることができなくなる
といわれています。

もしも、そのような状況になった時、家族など本人の
信頼できる人が「本人なら、たぶん、こう考えるだろ
う」と本人の気持ちを想像しながら、医療・ケアチー
ムと医療やケアについて話合いをすることになりま
す。

その場合にも、本人の信頼できる人が、本人の価値観
や気持ちをよく知っていることが、重要な助けとなり
ます。



介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（R5年実施）

Ｑ．「病気等で医療や介護が必要になった時、どのように生活してきたい
か家族等と話し合ったことがありますか？」

Ｑ．「人生会議を知っていますか？」
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元気なうちから手帳について

＜内容＞

第1章：わたしのこと

かかりつけ医や緊急連絡先、好きなものや自分史などを記入

第２章：もしものこと

介護、過ごしたい場所、延命治療などについての希望を記入

第３章：わたしの人生のエンディング

葬儀、臓器提供などについての希望を記入

第４章：これからのこと

これから取り組みたいことや家族・友人などへのメッセージを記入

第５章：お役立ち情報

医療保険や介護保険サービス、施設、各種相談窓口の紹介

 縁起でもない話ではなく、自分らしい人生を最期ま
で生きるために、人生会議のきっかけづくりとして

「元気なうちから手帳」を作成



「書く」「書かない」
は本人の自由

「書きたくない」という
ことも本人の大切な想い

手帳を書くこと
よりも、家族や
大切な人、医療
や介護の関係者
と話をすること
が大切

人の想いや考えは、
健康状態や環境などに
大きく左右される

一度に決めることがで
きなかったり、決めた
けど気持ちが変わった
ということもある

1冊で3回まで、書き直
しができる

事前指示書や
遺言書ではない

手帳配付時に説明しているポイント



例えば…

病院から退院する時

ケアプランを作成する（見直す）時

本人が「最期まで、自宅で家族と過ごしたいな」など
意思表示をした時

本人が今後の生活に不安を示した時

家族が帰省した時

人生会議のタイミング



人生の最終段階における医療・ケアの
決定プロセスに関するガイドライン

＜人生の最終段階における医療・ケアの在り方＞

医師等の医療従事者から適切な情報の提供と説明がなさ
れ、それに基づいて医療・ケアを受ける本人が多専門職種
の医療・介護従事者から構成される医療・ケアチームと十
分な話し合いを行い、本人による意思決定を基本としたう
えで、人生の最終段階における医療・ケアを進めることが
最も重要な原則である。

さらに、本人の意思は変化しうるものであることを踏ま
え、本人が自らの意思をその都度示し、伝えられるような
支援が医療・ケアチームにより行われ、本人との話し合い
が繰り返し行われることが重要である。

さらに、本人が自らの意思を伝えられない状態になる可能
性があることから、家族等の信頼できる者も含めて、本人
との話し合いが繰り返し行われることが重要である。


